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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

宮城県後期高齢者医療広域連合負担金

（後期高齢者医療特別会計）

８億４２１万円 

（担当：健康推進課医療給付係） 

７５歳以上の高齢者を対象に、高齢者への安
定的な医療を提供するため、関係機関で設立
した宮城県後期高齢者医療広域連合の経費を
負担しました。

包括的支援事業 戦略６ 

（介護保険特別会計） ７，１９４万円 

（担当：介護福祉課認定調査係）

高齢者が住み慣れた地域で長く安心して暮
らしていけるよう、市内５か所にある「地域
包括支援センター」において、保健師、主任
ケアマネージャー、社会福祉士などの専門職
員がそれぞれの専門性を生かし、総合的な相
談や支援を行いました。

 

７ 特別会計・事業会計予算の主な事業 

            

単独浄化槽切替助成事業 ３９０万円 

（下水道事業特別会計、農業集落排水事業 

特別会計、合併処理浄化槽事業特別会計）

戦略３   （担当：下水道課総務管理係）

水道施設整備事業 ２億１，７５７万円

（水道事業会計、簡易水道事業特別会計）

【H27年度への繰越額 ４，９００万円】

（担当：水道課施設係）

水道水の安定供給や災害時の備えを目的と

して、古くなった水道本管やその他の水道施

設を交換・修理する工事を行いました。

簡易水道再編推進事業 ３億１，６８１万円   

（担当：水道課施設係）

一迫・大川口・鶯沢簡易水道を統合し、災

害に強い水道施設を構築するとともに、維持

管理コストを縮減するための工事を行いまし

た。

水道施設改修事業（水道事業会計）

５億５，７９８万円

（担当：水道課施設係）

近年発生した河川水の水質悪化に伴う水道

水の異臭対策として、築館地区の新田浄水場

に生物活性炭処理による高度浄水処理施設を

設置しました。

石綿セメント管更新事業（水道事業会計、

簡易水道事業特別会計） ５，４２２万円 

（担当：水道課施設係）

安全な水道水を安定して供給するため、石

綿セメント管を、丈夫な材質の新しい管へ交

換する工事を行いました。

新田浄水場に設置した高度浄水処理施設 
 

（簡易水道事業特別会計）

単独浄化槽（し尿浄化槽）を廃止し、新た

に公共下水道等に接続された世帯に１０万

円を助成しました。また、６５歳以上の高齢

者のみの世帯、６人以上の世帯、１８歳未満

の子どもが３人以上の世帯に対しては、さら

に１０万円を加算し、２０万円を助成しまし

た。（２５件）
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○新＝新規事業、□拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記） 

医療機器整備事業（病院事業会計）

２億８，７４３万円 

医療の充実とサービス

向上を図るため、市立３

病院の医療機器の購入を

行いました。

医師住宅整備事業 （病院事業会計）

戦略７ ３，１０９万円 

医師招へいのため、老

朽化した医師住宅の建て

替えを行い、医師が働き

やすい環境を整備しまし

た。

（担当:医療管理課経営管理係）

７ 特別会計・事業会計予算の主な事業 

公共下水道未普及解消事業  戦略３ ２億６，３６０万円 

（下水道事業特別会計） 【H27年度への繰越額２億２，９０５万円】 

（担当：下水道課施設整備係） 

湖沼や水路など自然環境を守り、生活の快適

性の向上を目的に、汚水を処理する管路や施設

等を整備しました。 

合併処理浄化槽事業(市設置型・個人設置型) 

（合併処理浄化槽事業特別会計）

戦略３ １億８，９７６万円 

（担当：下水道課 施設整備係、総務管理係）

公共下水道事業・農業集落排水事業が計画さ

れていない区域を対象に、申請に基づく浄化槽

の設置を行いました。（市設置型：設置基数１４

１基）

また、公共下水道事業の計画区域内で、下水

道が当分の間整備されない区域について、個人

が設置する浄化槽に対して設置費を助成しまし

た。（個人設置型：１０件）
合併処理浄化槽設置工事の様子

医学生修学一時金貸付事業 

看護学生修学資金貸付事業 

戦略７ （病院事業会計） ８７０万円 

市立病院と診療所の看護師確保を図るた

め、将来、市立病院、診療所に勤務しよう

とする看護学生に対し、修学資金を貸し付

けました。平成２６年度は新規２人に貸し

付けました。

（担当：医療管理課総務係）

完成した栗駒病院 
医師住宅1棟 

更新後の注射薬払出装置

〈事業内容〉 
 下水道管渠布設工事 Ｌ＝２，３２１ｍ 
 舗装本復旧工事   Ａ＝４，９２８㎡ 
 公共ます設置工事  ８９箇所 

※貸付者数 平成18年度～平成26年度：16人

※貸付者数 平成22年度～平成26年度：17人

市立病院と診療所への医師招へいを図

るため、将来、市立病院、診療所に勤務し

ようとする医学生に対し、修学一時金貸し

付けの募集を行いました。なお、平成２６

年度は応募がありませんでした。



　この度の平成２７年９月関東・東北豪雨災害により

被災された方々に心からお見舞い申し上げます。　

　平成１７年４月に栗原市が誕生して、１０周年を迎え

ることができました。

　この１０年間、｢市民が創る くらしたい栗原」の実現

に向けもっと前進して行くために、平成２５年度から｢新たな７つの成長戦

略」を掲げ、目標達成に向け確かな歩みを進めているところであります。

　平成２６年度におきましては、「子育ては栗原で」をスローガンに、未活

用の遊休公用地を活用した宅地分譲「住(す)まいる栗原シェアリングタウン

事業」や定住促進住宅整備事業、婚活イベント開催などの若者定住促進施策

を実施いたしました。

　また、幼稚園の３年保育並びに保育所の待機児童ゼロを目指した戦略で

は、築館幼稚園の建設、栗駒・志波姫地区での幼保一体施設整備事業の実

施などを行ないました。

　さらに、２００万人観光に向けた戦略では、平成２４年から官民協働で

取り組んでまいりました栗駒山麓ジオパークが、平成２７年９月４日に

「日本ジオパーク」に認定されました。今後は、認定はあくまでもスタート

ラインとの意識で、交流人口拡大に向けた事業を推進してまいります。

　特別会計では、企業誘致に係る三峰工業団地、第２大林農工団地の整備

などを展開しました。

　今後も、「栗原市のお金の出所と使い道（予算概要）」や「栗原市のお金

の使い道（決算概要）」を通して、市の台所事情をご説明していきますので、

お気づきの点があればご意見などをお寄せいただきながら、「市民が創る 

くらしたい栗原」をともに築き上げてまいりたいと思います。

　平成２７年１１月

栗原市長

－ 32 －

は じ め に

 

 

平成２５年度で行う事業が年度内に完了することができないなどの理由により、平成２６年度に予算

を繰越して事業を行いました。

８ 平成２５年度からの主な繰越事業

道路整備事業 １億５，１８９万円
（担当：建設課建設係）

市民の生活を

支える基礎とな

る市道（橋梁）

を整備し、安全

で快適な道づく

りを実施しまし

た。

《築館》栗原中央西線 
《若柳》新田線、川北花泉線 
《栗駒》栗駒駅上町裏線 
《鶯沢》辻前遠堀線 
《志波姫》御蔵線 
《市内一円》市道橋長寿命化対策

市道川北花泉線（若柳）

公営住宅建設事業 １億１,３８２万円
（担当：建築住宅課建築係）

耐用年限を超え老朽化した市営住宅を計

画的に建替え、総合的な住環境整備を実施

しました。

市営八日町住宅（市営上町裏住宅建替）

建設 《栗駒》市営八日町住宅 
解体 《栗駒》市営上町裏住宅 

消防救急無線デジタル化整備事業
９億１，９６２万円 

（担当：消防本部警防課指令係）

電波法関係審査基準の改正により、消防救

急無線をアナログ方式からデジタル方式に

移行しました。

栗原指揮隊による無線運用

農業用施設災害復旧事業 １億８，３１２万円
（担当：農村整備課農地整備係）

平成２５年７月の大雨で被災した農業用施設１９０箇所を復旧しました。

堤体が崩れた瀬峰薬沢西ため池 復旧後の瀬峰薬沢西ため池

【内訳】水 路：１２８箇所

農 道： ４４箇所

ため池： １３箇所

機場等： ５箇所

金成小中一貫校建設事業         
２億８, ３８６万円 

（担当：学校教育課教育環境推進係） 
金成小中一貫校の校庭敷地造成やプレハ

ブ倉庫等の備品を購入したことにより、教

育環境の整備が図られました。

金成小中一貫校の校庭
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平成２６年度 

（栗原市決算概要） 

栗原市のお金の使い道 

「市民が創る　くらしたい栗原」「市民が創る　くらしたい栗原」「市民が創る　くらしたい栗原」
つく

これからも ずーっと・・・栗原


